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２
０
２
０
年
度
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
）
に
翻ほ

ん

弄ろ
う

さ
れ
続
け
た
一
年
で
あ
っ

た
。
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
開
催
が
延
期
さ

れ
、
臨
時
休
校
の
実
施
や
医

療
が
逼ひ

っ

迫ぱ
く

す
る
こ
と
な
ど
、

誰
が
予
想
で
き
た
だ
ろ
う

か
。

　
ワ
ク
チ
ン
が
世
界
各
国
で

開
発
さ
れ
、
既
に
積
極
的
な

接
種
が
行
わ
れ
て
い
る
国
が

あ
る
一
方
、
わ
が
国
の
場

合
、
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
量
不

足
も
あ
っ
て
接
種
が
遅
れ
、

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
収
束
へ
の

目
途
が
立
っ
て
い
る
と
は
言

い
難
い
。

　
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
の
拡
大

に
伴
い
、
１
９
５
４
年
に
本

会
が
創
設
さ
れ
て
以
来
、
未

曾
有
の
経
営
危
機
に
襲
わ
れ

た
。

　
開
催
予
定
で
あ
っ
た
事
業

が
こ
と
ご
と
く
中
止
あ
る
い

は
延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
。
本
会
に
と
っ
て
の
使
命

の
一
つ
と
も
い
え
る
「
指
導

者
養
成
」
を
目
的
と
し
た
各

種
セ
ミ
ナ
ー
を
計
画
通
り
に

は
開
催
で
き
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ

っ
て
も
手
を
緩
め
る
わ
け
に

は
い
か
な
い
と
役
職
員
一

同
、
一
丸
と
な
っ
て
母
子
保

健
・
思
春
期
保
健
・
学
校
保

健
・
地
域
保
健
・
産
業
保
健

な
ど
の
諸
課
題
の
解
決
に
向

け
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

き
た
。

　
以
下
、
本
会
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
で
あ
る
７
Ａ
（Adoles-

cent, Abortion, Access, 
A
dvocacy, A

ID
S
, 

Ageing, Abuse

）
に
沿
っ

て
20
年
度
の
主
だ
っ
た
事
業

を
振
り
返
っ
て
み
た
い
。

A
dolescent

思
春
期
保
健
の
推
進

　
「
思
春
期
保
健
セ
ミ
ナ

ー
」
「
母
子
保
健
指
導
員
研

修
会
」
「
栄
養
指
導
を
結
果

に
つ
な
げ
る
セ
ミ
ナ
ー
」

「
女
性
医
療
セ
ミ
ナ
ー
」

「
女
性
保
健
医
療
セ
ミ
ナ

ー
」
な
ど
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
セ
ミ
ナ
ー
開
催
に
と
ど

ま
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

中
で
も
、
１
９
８
１
年
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
「
Ｊ
Ｆ
Ｐ
Ａ

思
春
期
保
健
セ
ミ
ナ
ー
Ⓡ
」

と
な
っ
た
。

　
99
年
に
低
用
量
経
口
避
妊

薬
（
ピ
ル
）
が
承
認
・
発
売

さ
れ
た
こ
と
を
契
機
に
ス
タ

ー
ト
し
た
「
指
導
者
の
た
め

の
避
妊
と
性
感
染
症
予
防
セ

ミ
ナ
ー
（
Ｓ
Ｒ
Ｈ
セ
ミ
ナ

ー
）
」
は
、
感
染
予
防
に
最

大
限
努
め
な
が
ら
、
全
国
８

会
場
（
第
１
６
３
〜
１
７
０

回
）
で
対
面
開
催
さ
れ
た

（
写
真
１
〜
２
）。メ
イ
ン
テ

ー
マ
は
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
か
ら
見

る
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ

ル
ス
の
課
題
」
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）

の
推
進
は
本
会
に
お
い
て
も

重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
を

第
15
条
に
基
づ
き
、
受
胎
調

節
実
地
指
導
員
の
資
格
申
請

が
可
能
と
な
る
受
胎
調
節
実

地
指
導
員
認
定
講
習
会
を
初

め
て
開
催
で
き
な
か
っ
た
こ

と
は
悔
や
ま
れ
る
。
中
絶
方

法
は
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ

Ｏ
）
が
推
奨
す
る
経
口
妊
娠

中
絶
薬
で
は
な
く
、
わ
が
国

で
は
依
然
と
し
て
器
械
的
手

術
が
行
わ
れ
て
い
る
の
が
現

状
で
あ
る
。
本
会
で
は
、

「
安
全
な
人
工
妊
娠
中
絶
」

を
実
現
す
る
た
め
に
、
経
口

妊
娠
中
絶
薬
の
開
発
に
取
り

組
ん
で
い
る
企
業
へ
の
サ
ポ

ー
ト
を
積
極
的
に
行
っ
た
。

A
ccess

ど
こ
で
も
誰
も
が
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る

　
避
妊
し
な
か
っ
た
、
コ
ン

ド
ー
ム
が
破
れ
た
、
コ
ン
ド

ー
ム
が
外
れ
た
、
レ
イ
プ
被

害
に
遭
っ
た
な
ど
に
際
し

て
、
妊
娠
を
回
避
す
る
最
後

の
手
段
で
あ
る
緊
急
避
妊

法
。
本
会
が
制
作
し
た
「
処

方
施
設
検
索
サ
イ
ト
」
が
、

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
で
一
挙
に
進
ん
だ
オ
ン

ラ
イ
ン
診
療
で
も
有
用
な
情

報
と
し
て
利
活
用
さ
れ
て
い

る
。
「
緊
急
避
妊
ピ
ル
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ェ
薬
剤
師
養
成
セ

ミ
ナ
ー
」
を
女
性
の
健
康
支

援
の
た
め
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｈ

Ａ
Ｐ
と
共
催
す
る
と
と
も

に
、
緊
急
避
妊
薬
の
ス
イ
ッ

チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
化
の
推
進
、
（
公

社
）
日
本
看
護
協
会
・
（
公

社
）
日
本
助
産
師
会
と
連
名

で
「
緊
急
避
妊
薬
服
用
に
係

る
支
援
体
制
整
備
に
関
す
る

要
望
」
を
厚
生
労
働
大
臣
、

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
男

女
共
同
参
画
）
に
提
出
し
た

（
表
１
）
。

A
dvocacy

啓
発
・
提
言
活
動

　
本
会
の
機
関
紙
「
家
族
と

健
康
Ⓡ
」
は
、
創
設
以
来
１

号
の
欠
号
も
な
く
昨
年
11
月

に
は
第
８
０
０
号
の
記
念
特

集
号
を
発
行
（
次
頁
図
２
）。

役
員
人
事

（
６
月
16
日
付
）
▽
会
長
・

北
村
邦
夫
（
前
会
長
兼
理
事

長
）
▽
代
表
理
事
理
事
長
・

三
橋
裕
行
（
前
専
務
理
事
）

認
識
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

A
bortion

安
全
な
人
工
妊
娠
中
絶

　
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
自

粛
生
活
を
送
る
中
、
若
者
た

ち
が
「
に
ん
し
ん
Ｓ
Ｏ
Ｓ
」

相
談
に
殺
到
。
全
国
一
斉
休

校
な
ど
に
よ
っ
て
若
者
た
ち

の
性
行
動
が
活
発
化
し
妊
娠

例
が
増
え
た
に
違
い
な
い
と

の
憶
測
が
流
れ
た
。
自
粛
下

に
あ
っ
て
パ
ー
ト
ナ
ー
間
の

暴
力
や
家
庭
内
暴
力
が
頻
発

し
て
い
る
と
の
報
道
も
あ
っ

た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
急

き
ゅ
う

遽き
ょ

ス
タ
ー
ト
し
た
２
０
２
０
年

度
厚
生
労
働
行
政
推
進
調
査

事
業
費
補
助
金
（
厚
生
労
働

科
学
特
別
研
究
事
業
）
研
究

（
研
究
代
表
者
・
安
達
知
子

日
本
産
婦
人
科
医
会
常
務
理

事
）
の
分
担
研
究
を
担
当

し
、
20
〜
69
歳
の
日
本
人
男

女
１
万
人
を
対
象
と
し
て

「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
第
一

次
緊
急
事
態
宣
言
下
の
日
本

人
１
万
人
調
査
」
や
若
者
向

け
冊
子
「
＃
つ
な
が
る
Ｂ
Ｏ

Ｏ
Ｋ
」
の
制
作
な
ど
を
終
え

た
（
図
１
）
。
母
体
保
護
法

受
講
者
３
９
７
名
）
に
つ
い

て
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

し
た
。
実
践
編
で
あ
る
コ
ー

ス
Ⅲ
（
第
67
回
）
は
、
講
師

と
受
講
者
と
を
ラ
イ
ブ
・
オ

ン
ラ
イ
ン
で
結
び
、
ブ
レ
イ

ク
ア
ウ
ト
ル
ー
ム
（
グ
ル
ー

プ
分
け
）
機
能
を
活
用
し
、

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
指
導

法
が
教
授
さ
れ
る
な
ど
の
工

夫
を
凝
ら
し
、
最
終
的
に
は

２
３
１
名
が
受
講
。
こ
れ
で

本
会
が
認
定
し
た
思
春
期
保

健
相
談
士
Ⓡ
は
９
３
５
３
名

は
、
対
面
で
の

開
催
を
断
念

し
、
コ
ー
ス
Ⅰ

（
第
87
回
、
受

講
者
４
３
７

名
）
、
コ
ー
ス

Ⅱ
（
第
59
回
、

写真１　 ソーシャルディスタンスを保って開催した
「指導者のための避妊と性感染症セミナー
（ＳＲＨセミナー）」会場の様子

2020
年度

本
会
事
業
報
告・決
算
承
認

７
Ａ
―
本
会
の
取
り
組
み

写真２　 ＳＲＨセミナーでの
検温の様子

図１　 若者向け冊子
「＃つながるBOOK」

２
面
へ
続
く

表１　 緊急避妊薬服用に係る支援体制整備
に関する要望事項

要望事項

　緊急避妊薬の使用時に、助産師外来

や助産所等で受胎調節実地指導員ま

たはアドバンス助産師Ⓡによる支援が

受けられる体制の整備を図られたい。
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本
年
３
月
ま
で
に
第
８
０
４

号
を
数
え
、全
国
の
自
治
体
、

看
護
教
育
機
関
な
ど
へ
配
布

し
て
い
る
。
機
関
紙
を
通
じ

て
、
時
代
に
即
応
し
た
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
に
触
れ
、
本
会

と
し
て
の
主
義
・
主
張
を
訴

え
続
け
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

だ
が
、
各
種
メ
デ
ィ
ア
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
な
ど
を
通
じ
た
Ｓ
Ｒ
Ｈ

Ｒ
（
性
と
生
殖
に
関
す
る
健

康
と
権
利
）
情
報
の
発
信
を

積
極
的
に
行
っ
て
き
た
。

A
ID
SＳ

Ｔ
Ｉ
及
び
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／

エ
イ
ズ
の
予
防

　
本
会
が
長
年
に
わ
た
っ
て

取
り
組
ん
で
き
た
子
宮
頸け

い

が

ん
予
防
を
巡
っ
て
大
き
な
動

き
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
、
ワ

る
。
全
国
の
一
般
消
費
者
に

と
ど
ま
ら
ず
、
市
区
町
村
や

医
療
機
関
に
向
け
た
情
報
提

供
を
行
っ
た
。

A
buse

児
童
虐
待
の
防
止

　
児
童
虐
待
に
よ
る
死
亡
事

例
の
背
景
を
み
る
と
、
予
期

し
な
い
妊
娠
、
妊
婦
健
診
未

受
診
、
母
子
健
康
手
帳
未
交

付
、
若
年
妊
娠
な
ど
が
目
立

っ
て
い
る
。
本
会
が
創
設
以

来
取
り
組
ん
で
き
た
予
期
し

な
い
妊
娠
／
計
画
し
て
い
な

い
妊
娠
防
止
は
児
童
虐
待
の

防
止
に
も
相
通
じ
る
も
の
で

あ
る
。
20
年
度
に
は
オ
ン
ラ

イ
ン
で
は
あ
っ
た
が
、
「
切

れ
目
の
な
い
妊
娠
・
出
産
・

育
児
支
援
の
た
め
の
セ
ミ
ナ

ー
」
に
２
８
５
名
が
参
加

し
、
「
健
や
か
親
子
21
」
や

「
成
育
基
本
法
」
を
中
心
に

児
童
虐
待
防
止
対
策
な
ど
の

学
び
を
深
め
た
。
ま
た
、
福

井
大
学
マ
ル
ト
リ
ー
ト
メ
ン

ト
事
業
と
し
て
、
指
導
者
向

け
予
防
啓
発
冊
子
の
作
成
、

市
民
向
け
啓
発
資
材
の
作

成
・
発
行
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト

「
防
ご
う
！
ま
る
と
り
　
マ

　
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
に
よ
る

業
績
の
悪
化
は
、
公
益
目
的

支
出
計
画
事
業
、
リ
プ
ロ
ダ

ク
テ
ィ
ブ･

ヘ
ル
ス
推
進
事

業
の
分
け
隔
て
は
な
か
っ

た
。

　
こ
の
危
機
的
な
状
況
に
対

し
、
公
益
目
的
支
出
計
画
事

業
で
は
事
業
効
率
化
や
見
直

し
に
取
り
組
み
、
リ
プ
ロ
ダ

ク
テ
ィ
ブ･

ヘ
ル
ス
推
進
事

業
に
お
い
て
は
、
利
益
体
質

の
強
化
を
図
る
た
め
徹
底
的

な
コ
ス
ト
削
減
を
中
心
と
し

た
対
策
を
講
じ
た
。
そ
の
結

果
、
最
終
決
算
で
は
、
評
価

損
益
等
調
整
前
当
期
経
常
増

減
額
１
１
８
４
万
９
５
５
８

円
の
利
益
を
計
上
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

　
し
か
し
、
今
後
も
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
の

長
期
化
な
ど
に
よ
る
不
透
明

な
状
況
が
続
く
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
た
め
、
本
会
で
は
、

引
き
続
き
21
年
度
も
「
事
業

の
効
率
化
」
、
「
収
益
力
の

強
化
」
を
目
標
に
強
い
財
務

基
盤
を
築
く
た
め
の
経
営
課

題
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
。

　
ま
た
一
方
で
は
、
ほ
ん
の

わ
ず
か
な
期
間
で
も
状
況
が

一
変
す
る
時
代
で
も
あ
り
、

そ
こ
に
即
座
に
対
応
で
き
る

よ
う
、
今
後
成
長
が
見
込
ま

れ
る
事
業
は
、
積
極
的
に
活

動
を
推
し
進
め
て
い
く
。

　
ま
た
、
事
業
の
競
争
力
を

強
化
す
る
と
と
も
に
、
各
種

事
業
の
さ
ら
な
る
成
長
に
向

け
、
「
質
」
、
「
信
頼
」
、

「
サ
ー
ビ
ス
」
の
向
上
に
取

り
組
む
。
こ
う
し
た
、
事
業

推
進
の
た
め
、
職
員
が
最
大

限
に
能
力
を
発
揮
で
き
る
組

織
・
職
場
づ
く
り
を
進
め
た

い
。

　
20
年
度
も
歴
史
に
恥
じ
な

い
公
益
民
間
団
体
と
し
て
、

Ｓ
Ｒ
Ｈ
の
向
上
の
た
め
に
活

動
す
る
と
と
も
に
、
（
公

社
）
母
子
保
健
推
進
会
議
、

（
公
財
）
ジ
ョ
イ
セ
フ
、

（
公
財
）
東
京
都
予
防
医
学

協
会
、
（
公
財
）
予
防
医
学

事
業
中
央
会
な
ど
の
関
係
諸

団
体
と
有
機
的
な
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
公
益
事
業
と
し

て
の
諸
事
業
を
推
進
し
た
。

ク
チ
ン
接
種
が
子
宮
頸
が
ん

の
発
症
予
防
を
可
能
に
し
た

と
い
う
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
の

大
規
模
調
査
の
結
果
が
報
告

さ
れ
た
こ
と
。
二
つ
め
は
日

本
に
お
い
て
９
価
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ

ワ
ク
チ
ン
の
製
造
販
売
が
正

式
に
承
認
さ
れ
た
こ
と
。
三

つ
め
は
、
２
０
１
３
年
４
月

に
定
期
接
種
化
さ
れ
た
Ｈ
Ｐ

Ｖ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
で
生
じ
た
と
さ

れ
る
多
様
な
症
状
に
関
す
る

報
道
が
相
次
ぎ
、
同
年
６
月

か
ら
積
極
的
接
種
勧
奨
が
差

し
控
え
ら
れ
て
い
た
が
、
積

極
的
接
種
勧
奨
の
再
開
と
ま

で
は
い
か
な
い
も
の
の
、
再

開
に
向
け
て
大
分
踏
み
込
ん

だ
動
き
が
起
こ
っ
て
き
て
い

る
こ
と
。
四
つ
め
は
、
尖せ

ん

圭け
い

コ
ン
ジ
ロ
ー
マ
の
９
割
を
カ

バ
ー
す
る
４
価
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ

ク
チ
ン
に
つ
い
て
、
９
歳
以

上
の
男
性
へ
の
接
種
対
象
拡

大
と
肛
門
が
ん
の
予
防
法
と

し
て
の
使
用
を
認
め
た
こ
と

で
あ
る
。
本
会
は
メ
デ
ィ
ア

な
ど
を
通
じ
て
積
極
的
接
種

勧
奨
再
開
、
９
価
ワ
ク
チ
ン

の
定
期
接
種
化
な
ど
の
早
期

実
現
を
訴
え
て
き
た
。

A
geing

高
齢
化
社
会
対
策

　
本
会
が
中
高
年
女
性
の
Ｑ

Ｏ
Ｌ
向
上
支
援
と
し
て
位
置

づ
け
て
い
る
一
つ
に
、
ジ
ェ

ク
ス
株
式
会
社
と
共
同
開
発

し
て
い
る
「
リ
ュ
ー
ブ
ゼ

リ
ー
Ⓡ

」
と
「
メ
ノ
ケ
ア
Ⓡ

モ
イ
ス
ト
ゼ
リ
ー
」
が
あ

ル
ト
リ
ー
メ
ン
ト
」
な
ど
を

新
設
し
た
（
図
３
）
。

　
６
月
11
日
、
政
府
は
２
０

２
１
年
版
「
男
女
共
同
参
画

白
書
」
を
閣
議
決
定
し
た
。

そ
の
中
で
、
コ
ロ
ナ
禍
で
顕

在
化
し
た
男
女
共
同
参
画
の

課
題
と
し
て
、
Ｄ
Ｖ
（
配
偶

者
暴
力
）
相
談
件
数
の
増

加
、
女
性
の
自
殺
者
数
の
増

加
な
ど
を
挙
げ
た
。

　
全
国
の
配
偶
者
暴
力
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
と
相
談
窓
口

「
Ｄ
Ｖ
相
談
プ
ラ
ス
」
に
寄

せ
ら
れ
た
Ｄ
Ｖ
相
談
件
数
を

合
わ
せ
る
と
、
20
年
度
の
相

談
件
数
は
19
万
30
件
で
、
前

年
度
比
で
約
１
・
６
倍
に
増

加
。
「
性
犯
罪
・
性
暴
力
被

害
者
の
た
め
の
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
寄
せ

ら
れ
た
20
年
度
の
相
談
件
数

は
５
万
１
１
４
１
件
で
、
前

年
度
比
で
約
１
・
２
倍
に
増

加
し
た
。

　
ま
た
、
20
年
の
自
殺
者
数

者
」
が
６
４
８
人

の
増
加
、
「
非
雇

用
者
・
勤
め
人
」

が
４
４
３
人
の
増

加
で
あ
っ
た
。
無

医
療
的
ケ
ア
が
日
常
的
に
必
要

な
児
童
へ
の
対
応
を
強
化
す
る

「
医
療
的
ケ
ア
児
支
援
法
」

　
支
援
法
は
、人
工
呼
吸
器
、

胃
ろ
う
や
た
ん
の
吸
引
な
ど

を
必
要
と
す
る
医
療
的
ケ
ア

児
や
そ
の
家
族
が
、
居
住
地

域
に
か
か
わ
ら
ず
等
し
く
適

切
な
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
す
る
こ
と
を
基
本
理
念

と
し
、
こ
れ
を
国
や
自
治
体

に
義
務
付
け
る
も
の
。
学
校

や
保
育
所
に
は
、
医
療
的
ケ

ア
が
で
き
る
看
護
師
や
保
育

士
を
配
置
す
る
な
ど
の
支
援

措
置
を
求
め
る
。
ま
た
、
都

道
府
県
は
ケ
ア
児
の
家
族
か

ら
の
相
談
に
応
じ
た
り
、
情

報
提
供
し
た
り
す
る
「
医
療

的
ケ
ア
児
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
設
置
す
る
責
務
を
負
う
。

　
厚
生
労
働
省
の
調
査
で

は
、
医
療
的
ケ
ア
児
は
全
国

に
約
２
万
人
（
２
０
１
９

年
）
お
り
、
調
査
の
度
に
増

加
し
て
い
る
。

男
性
の
育
児
休
業
（
育
休
）

取
得
を
促
す
「
改
正
育
児
・

介
護
休
業
法
」

　
休
業
法
は
、
子
ど
も
の
誕

生
後
８
週
間
以
内
に
最
大
４

週
間
ま
で
の
休
み
を
取
得
で

き
る
「
出
生
時
育
児
休
業
」

（
男
性
版
産
休
）
の
新
設
が

目
玉
と
な
る
。
夫
婦
が
仕
事

と
育
児
を
両
立
で
き
る
よ
う

に
す
る
狙
い
が
あ
る
。

　
男
性
版
産
休
は
分
割
し
て

２
回
ま
で
取
得
可
能
で
、
原

則
と
し
て
２
週
間
前
ま
で
に

企
業
に
申
し
出
る
。
さ
ら

に
、
こ
れ
ま
で
子
ど
も
が
１

職
者
の
内
訳
で
は
「
主
婦
」

が
１
１
６
８
人
（
前
年
差
１

４
３
人
増
）
で
最
も
増
加
。

学
生
・
生
徒
等
の
内
訳
で
は

「
高
校
生
」
が
１
４
０
人

（
前
年
差
60
人
増
）
で
最
も

増
加
し
た
。

　
白
書
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で

こ
れ
ま
で
見
過
ご
さ
れ
て
き

た
こ
と
や
、
潜
在
的
に
あ
っ

た
も
の
の
表
面
化
し
て
こ
な

か
っ
た
諸
問
題
が
可
視
化
さ

れ
、
「
わ
が
国
の
男
女
共
同

参
画
の
遅
れ
が
露
呈
し
た
」

と
結
論
付
け
た
。

は
、
男
性
は
前
の
年
と
比
べ

て
23
人
減
の
１
万
４
０
５
５

人
、
女
性
は
９
３
５
人
増
の

７
０
２
６
人
で
あ
っ
た
。
女

性
の
自
殺
者
は
、
「
無
職

歳
に
な
る
ま
で
に
原
則
１
回

し
か
取
れ
な
か
っ
た
育
休
に

関
し
て
も
、
今
回
の
改
正
で

２
回
に
分
け
て
取
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

男
性
は
出
産
・
育
児
に
際
し

て
最
大
で
４
回
に
分
け
て
ま

と
ま
っ
た
休
み
を
取
る
こ
と

が
可
能
に
な
る
。

　
ま
た
、
企
業
に
は
男
性
従

業
員
に
対
し
育
休
の
取
得
を

促
し
た
り
、
制
度
の
説
明
や

相
談
窓
口
を
設
置
し
た
り
す

る
な
ど
、
育
休
を
取
得
し
や

す
い
雇
用
環
境
の
整
備
を
義

務
化
。
従
業
員
１
０
０
０
人

超
の
企
業
に
は
、
育
休
の
取

得
状
況
に
つ
い
て
公
表
を
義

務
付
け
る
。

　
19
年
度
の
育
休
取
得
率

は
、
女
性
が
83
％
で
あ
っ
た

の
に
対
し
、
男
性
は
７
・
48

％
と
低
迷
し
て
い
る
。
政
府

目
標
で
は
25
年
ま
で
に
男
性

の
育
休
取
得
率
を
30
％
ま
で

引
き
上
げ
る
と
す
る
目
標
を

掲
げ
て
い
る
。

　
施
行
日
は
来
年
４
月
以

降
、
順
次
導
入
と
な
る
。

図３　 ＷＥＢサイト「防ごう！まるとり
マルトリートメント」

図２　機関紙「家族と健康」800号記念特集号　特集「800号記念に寄せて」

経
営
基
盤
の

 

安
定
に
向
け
た
取
り
組
み

「
医
療
的
ケ
ア
児
支
援
法
」、

「
改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
」が
成
立

６
月
16
日
閉
会
の
第
２
０
４
通
常
国
会

コ
ロ
ナ
禍
で
Ｄ
Ｖ
相
談
件
数
、

女
性
の
自
殺
者
数
増
加

男
女
共
同
参
画
白
書
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今
回
の
改
正
は
、
18
歳
と

19
歳
の
少
年
を
、
少
年
法
の

対
象
と
は
し
な
が
ら
も
、

「
特
定
少
年
」
と
い
う
名
称

で
、
特
別
の
扱
い
を
す
る
も

の
で
す
。

　
特
別
の
扱
い
と
い
う
の

は
、
特
定
少
年
が
犯
し
た
短

期
１
年
以
上
の
懲
役
ま
た
は

禁
錮
に
当
た
る
犯
罪
に
つ
い

て
は
、
ま
ず
は
家
庭
裁
判
所

で
審
判
を
す
る
も
の
の
、
そ

の
後
、
原
則
と
し
て
検
察
官

に
送
致
（
こ
れ
を
「
逆
送
」

と
言
い
ま
す
）
し
て
、
成
人

と
同
じ
刑
事
裁
判
を
経
て
、

刑
罰
が
科
さ
れ
る
と
い
う
も

の
で
す
。

　
そ
し
て
、
逆
送
さ
れ
た

ら
、
少
年
の
実
名
報
道
も
解

禁
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
少
年
時
代
の
犯

罪
で
刑
に
服
し
た
場
合
に
、

今
は
「
前
科
」
と
は
な
ら

ず
、
職
業
の
資
格
制
限
な
ど

も
な
い
の
で
す
が
、
改
正
に

よ
り
、
成
人
と
同
じ
扱
い
に

な
る
の
で
、
「
前
科
者
」
と

し
て
就
け
な
い
職
業
も
出
て

き
ま
す
。

　
事
の
発
端
は
、
07
年
に
、

投
票
年
齢
を
18
歳
以
上
と
す

る
憲
法
改
正
の
た
め
の
国
民

投
票
法
が
成
立
し
た
こ
と
で

す
。
そ
の
後
、
選
挙
権
年
齢

が
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
、

民
法
成
年
年
齢
も
18
歳
に
引

き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
民
法
成
年
年
齢
が
18
歳
に

な
る
の
が
22
年
４
月
と
決
ま

り
ま
し
た
か
ら
、
そ
れ
に
合

わ
せ
て
、
少
年
法
の
適
用
年

齢
も
18
歳
未
満
に
統
一
す
べ

き
と
い
う
考
え
方
が
、
も
と

も
と
少
年
法
の
こ
と
を
よ
く

思
っ
て
い
な
い
方
た
ち
の
中

に
あ
っ
た
の
で
す
。
で
す

が
、
法
律
の
目
的
に
よ
っ

て
、
年
齢
の
線
引
き
は
個
別

に
考
え
る
べ
き
も
の
で
す
。

　
現
に
、
飲
酒
・
喫
煙
や
ギ

ャ
ン
ブ
ル
は
、
相
変
わ
ら
ず

20
歳
未
満
の
者
は
禁
止
さ
れ

た
ま
ま
で
あ
り
、
こ
れ
を
引

き
下
げ
よ
う
と
い
う
動
き
は

あ
り
ま
せ
ん
。
社
会
的
に

は
、
18
歳
は
ま
だ
完
全
な

「
大
人
」
と
は
認
識
し
て
い

　
不
適
切
な
養
育
環
境
で
育

っ
て
き
た
少
年
は
、
本
来
、

児
童
相
談
所
に
適
時
適
切
に

保
護
さ
れ
る
べ
き
「
要
保
護

児
童
」
で
し
た
。
し
か
し
、

実
際
に
は
、
児
童
相
談
所
が

適
時
適
切
に
保
護
し
な
か
っ

た
、
あ
る
い
は
で
き
な
か
っ

た
、
子
ど
も
た
ち
で
す
。
ま

た
、
親
が
不
適
切
な
養
育
を

し
て
い
る
の
も
、
必
ず
し
も

意
図
的
に
や
っ
て
い
る
わ
け

で
は
な
く
、
親
自
身
の
病
気

や
知
的
な
ハ
ン
デ
ィ
、
貧
困

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
が

あ
っ
て
養
育
能
力
が
不
足
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る

の
で
、
親
に
対
し
て
も
福
祉

的
な
支
援
や
医
療
的
な
支
援

が
必
要
だ
っ
た
の
に
、
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
す
な
わ
ち
、
社
会
の
中
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら

は
じ
か
れ
て
し
ま
っ
た
親

子
・
家
族
だ
と
い
う
こ
と
が

言
え
る
場
合
が
多
い
の
で

す
。

　
で
す
か
ら
、
少
年
事
件
は

社
会
の
病
理
を
写
す
鏡
だ
と

言
え
ま
す
。
社
会
の
病
理
を

解
決
す
る
た
め
に
、
医
療
や

教
育
や
福
祉
に
携
わ
る
対
人

援
助
職
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持

ち
場
で
奮
闘
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
少
年
た
ち
が
非

行
に
至
る
前
に
、
自
分
た
ち

が
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
に

な
っ
て
、
非
行
を
予
防
す
る

た
め
に
何
が
で
き
る
か
を
考

え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
５
月
21
日
に
「
改
正
少
年
法
」
が
参
院
本
会
議
で
可
決
、
成
立
し
ま
し
た
。

　
児
童
・
青
少
年
の
人
権
に
詳
し
い
川
村
百
合
弁
護
士
に
、
今
回
の
法
改
正
の
背

景
や
、
残
さ
れ
た
課
題
、
関
係
諸
機
関
が
果
た
せ
る
役
割
な
ど
に
つ
い
て
伺
い
ま

し
た
。 

（
編
集
部
）

な
い
の
で
す
。
な
ぜ
、
20
歳

未
満
の
者
の
飲
酒
・
喫
煙
等

　
選
挙
と
い
う
の
は
、
平
時

の
判
断
能
力
が
問
わ
れ
る
も

の
で
、
18
歳
に
な
れ
ば
、
自

分
も
そ
の
構
成
員
で
あ
る
国

や
社
会
の
在
り
方
が
ど
う
あ

っ
て
ほ
し
い
、
と
い
う
自
分

な
り
の
判
断
は
で
き
る
で
し

ょ
う
。で
す
が
、犯
罪
と
い
う

の
は
自
分
が
精
神
的
に
追
い

詰
め
ら
れ
、
い
わ
ば
危
機
に

陥
っ
た
非
常
時
の
、
非
正
常

な
精
神
状
態
で
の
判
断
や
行

動
が
問
わ
れ
る
も
の
で
す
。

　
一
般
的
に
も
18
・
19
歳

は
、
ま
だ
心
身
の
成
長
発
達

の
途
上
で
あ
り
、
ま
だ
ま
だ

成
長
発
達
が
見
込
ま
れ
る
年

齢
で
す
が
、
と
り
わ
け
虐
待

家
庭
や
貧
困
家
庭
な
ど
、
ハ

ン
デ
ィ
の
あ
る
生
育
環
境
の

中
で
育
っ
て
き
た
子
ど
も
た

ち
は
、
人
格
的
・
精
神
的
な

成
長
発
達
が
未
熟
で
す
。
そ

れ
は
、
少
年
鑑
別
所
で
行
わ

れ
る
知
能
検
査
・
心
理
テ
ス

ト
な
ど
か
ら
も
明
ら
か
な
の

で
す
。

　
確
か
に
世
の
中
に
は
、
10

代
で
も
と
て
つ
も
な
く
優
秀

で
「
人
間
が
で
き
て
い
る
」

と
思
わ
せ
る
子
ど
も
も
い
ま

す
が
、
そ
れ
は
先
天
的
な
資

質
に
恵
ま
れ
た
こ
と
に
加
え

て
、
家
庭
環
境
や
学
校
環
境

に
恵
ま
れ
た
「
幸
せ
」
な

「
子
ど
も
期
」
を
送
る
こ
と

が
で
き
た
人
で
す
。

　
そ
れ
に
引
き
換
え
、
非
行

少
年
と
呼
ば
れ
る
子
ど
も
た

ち
は
、
成
長
の
過
程
に
お
い

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
ハ
ン
デ
ィ

や
困
難
を
抱
え
て
生
き
て
い

ま
す
。
非
行
は
、
成
長
の
過

程
に
お
い
て
、
虐
待
、
い
じ

め
、
貧
困
、
差
別
な
ど
の
困

難
を
抱
え
、
成
長
発
達
権
が

保
障
さ
れ
な
か
っ
た
子
ど
も

た
ち
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
で
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
私
た
ち
の

社
会
は
、
非
行
と
い
う
形
で

発
せ
ら
れ
た
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
受
け

止
め
、
改
め
て
「
育
ち
直

し
」
の
機
会
を
保
障
す
る
べ

き
だ
と
思
い
ま
す
。
非
行
と

い
う
結
果
を
、
ひ
と
り
少
年

の
責
任
に
負
わ
せ
る
べ
き
で

は
な
く
、
私
た
ち
社
会
全
体

が
、
一
人
の
人
間
の
成
長
発

達
権
を
保
障
す
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
非
を
わ
び
て
、

を
禁
止
す
る
の
か
？
　
そ
れ

は
、
18
・
19
歳
の
者
は
ま
だ

心
身
の
成
長
発
達
の
途
上
な

の
で
こ
れ
ら
を
認
め
る
こ
と

は
害
が
あ
る
、
と
日
本
社
会

の
今
の
大
人
た
ち
が
考
え
て

い
る
か
ら
で
し
ょ
う
。

責
任
を
分
か
ち
合
う
べ
き
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
「
責
任
を
分
か
ち
合
う
べ

き
」
と
申
し
上
げ
る
の
は
、

加
害
少
年
の
被
害
者
性
に
目

を
向
け
た
と
し
て
も
、
現
に

起
き
た
少
年
犯
罪
の
被
害
者

に
対
し
て
は
、
き
ち
ん
と
補

償
が
な
さ
れ
る
必
要
が
あ

り
、
そ
れ
は
税
金
の
中
か
ら

十
分
な
補
償
を
す
べ
き
と
考

え
ま
す
。

　
少
年
事
件
が
増
え
て
い
る

と
い
う
の
は
、
全
く
の
誤
解

で
す
。
少
年
事
件
は
こ
こ
20

年
間
で
、
ど
ん
ど
ん
減
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
う
言
う
と
、
そ
れ
は
少

子
化
の
影
響
だ
と
思
わ
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
違
う

の
で
す
。
人
口
当
た
り
の
少

年
事
件
の
検
挙
件
数
で
見
た

人
口
比
で
も
減
っ
て
い
る
の

で
す
。

　
マ
ス
コ
ミ
の
取
り
上
げ
方

の
問
題
で
し
ょ
う
。
そ
し

て
、
こ
れ
も
誤
解
な
の
で
す

が
、
少
年
法
は
「
甘
い
」
と

い
う
言
説
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
少
年
法
は
決
し
て

「
甘
い
」
法
律
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
刑
務
所
で
は
、
反
省

し
て
い
よ
う
と
い
ま
い
と
、

裁
判
で
宣
告
さ
れ
た
刑
期
の

満
期
が
来
た
ら
自
動
的
に
釈

放
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
少
年
院

で
は
、
本
人
の
持
っ
て
い
る

資
質
上
・
行
動
面
で
の
問
題

が
改
善
し
な
い
と
、
少
年
院

か
ら
出
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。少
年
院
で
は
、一
日
中
、

少
年
の
行
動
が
教
育
的
働
き

か
け
の
対
象
と
さ
れ
ま
す
。

全
人
格
的
な
成
長
発
達
を
期

待
し
て
、
内
面
に
働
き
か
け

て
内
省
を
求
め
る
少
年
院
教

育
の
方
が
、
刑
務
所
で
課
さ

れ
る
刑
務
作
業
よ
り
も
よ
ほ

ど
厳
し
い
と
言
え
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
一
般
に
は
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
人
が
亡
く

な
る
よ
う
な
事
件
を
「
重
大

事
件
」
と
言
う
な
ら
ば
、
重

大
事
件
を
犯
し
た
少
年
に
対

す
る
厳
罰
化
と
い
う
意
味
で

は
、
私
は
反
対
し
て
い
た
も

の
の
、
00
年
以
降
の
「
改

正
」
に
よ
り
、
厳
罰
化
は
と

っ
く
に
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
で
す
か
ら
、
今
回
の
「
改

正
」
は
比
較
的
軽
微
な
犯
罪

ま
で
を
原
則
逆
送
の
対
象
に

　
法
定
刑
に
、
短
期
１
年
以

上
の
懲
役
ま
た
は
禁
錮
が
定

め
ら
れ
て
い
る
犯
罪
で
す
。

例
え
ば
、
新
た
に
原
則
逆
送

の
対
象
に
な
る
事
件
に
は
、

強
盗
、
強
制
性
交
、
現
住
建

造
物
放
火
、
そ
れ
か
ら
い
わ

ゆ
る
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
の

特
殊
詐
欺
も
、
単
純
な
詐
欺

罪
で
立
件
さ
れ
る
の
で
は
な

く
組
織
犯
罪
処
罰
法
を
適
用

し
て
立
件
さ
れ
る
と
、
短
期

１
年
以
上
の
犯
罪
と
な
り
ま

す
。

　
こ
れ
ら
の
犯
罪
は
、
一
見

す
る
と
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
い

罪
名
の
よ
う
に
聞
こ
え
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
す
が
、

犯
罪
に
至
っ
た
原
因
を
探
っ

て
み
る
と
、
例
え
ば
強
盗

は
、
家
庭
で
虐
待
を
受
け
家

出
し
た
少
年
が
、
お
な
か
が

空
い
て
コ
ン
ビ
ニ
で
お
に
ぎ

り
を
盗
ん
だ
ら
警
備
員
に
と

が
め
ら
れ
て
、
逃
げ
よ
う
と

し
た
際
に
、
警
備
員
を
突
き

飛
ば
し
た
と
い
う
事
案
も
あ

り
ま
す
。
強
制
性
交
は
、
暴

力
的
な
環
境
で
育
っ
た
が

故
、
か
つ
未
熟
で
あ
る
が
故

の
性
衝
動
の
不
適
切
な
行
動

含
め
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。

　
そ
の
た
め
、
逆
送
後
起
訴

さ
れ
て
も
、
初
犯
だ
か
ら
と

執
行
猶
予
が
付
く
こ
と
が
多

く
な
る
で
し
ょ
う
。
今
ま
で

な
ら
少
年
院
に
送
致
さ
れ
る

よ
う
な
少
年
た
ち
が
、
今
後

は
、
何
ら
の
教
育
も
支
援
も

な
く
社
会
に
戻
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
「
放
置
」
す

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ

は
、
社
会
に
と
っ
て
も
利
益

に
な
り
ま
せ
ん
。

　
特
殊
詐
欺
は
、
家
庭
で
虐

待
を
受
け
て
家
出
し
、
食
べ

て
い
く
た
め
に
仕
事
を
探
し

て
い
た
ら
「
安
全
に
稼
げ

る
」
仕
事
と
し
て
紹
介
さ
れ

た
の
が
「
出
し
子
」
だ
っ
た

と
い
う
よ
う
に
、
暴
力
団
組

織
の
末
端
と
し
て
使
わ
れ
る

と
い
う
も
の
で
す
。

　
い
ず
れ
も
、
少
年
の
資
質

上
あ
る
い
は
生
育
上
の
ハ
ン

デ
ィ
が
、
背
景
あ
る
い
は
原

因
に
あ
っ
て
、
非
行
に
至
っ

て
い
る
と
い
う
、
「
典
型
的

な
少
年
事
件
」
と
言
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。
す
な
わ
ち
、

少
年
の
人
格
的
発
達
・
精
神

的
発
達
の
未
熟
性
や
歪
み
が

原
因
と
な
っ
て
お
り
、
教
育

的
処
遇
や
治
療
的
処
遇
に
よ

る
改
善
が
必
要
な
犯
罪
で

す
。

化
と
言
え
る
よ
う
な
も
の
が

あ
り
ま
す
。
放
火
は
、
知
的

障
害
が
背
景
に
あ
り
な
が
ら

適
切
な
養
育
が
な
さ
れ
な
か

っ
た
場
合
に
、
犯
罪
に
至
っ

た
事
案
も
あ
り
ま
す
。

か
わ
む
ら
・
ゆ
り

ゆ
り
綜
合
法
律
事
務
所
／
東
京
弁
護
士
会 

弁
護
士

１
９
９
７
年
４
月
、
弁
護
士
登
録
。
共
同
事
務
所
で
経

験
を
積
ん
だ
後
、２
０
０
６
年
に
自
身
の
事
務
所
開
設
。

女
性
・
子
ど
も
な
ど
の
人
権
問
題
に
詳
し
く
、
被
虐
待

児
の
人
権
救
済
活
動
な
ど
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

少
年
法「
改
正
」―
そ
の
背
景
と
今
後
の
在
り
方

川
村
　
百
合

ゆ
り
綜
合
法
律
事
務
所
　
弁
護
士

Ｑ.

そ
の
よ
う
な
少
年
法
改
正
を
受
け
、

医
療
や
教
育
の
現
場
が
果
た
す
べ
き

役
割
は
あ
り
ま
す
か
？

Ｑ.

少
年
法
は
少
年
に
甘
過
ぎ
る
、

だ
か
ら
少
年
事
件
が
増
え
る
ん
だ
、

と
い
う
意
見
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
？

Ｑ.

新
た
に
原
則
逆
送
の
対
象
と
な
る
事
件
と

い
う
の
は
ど
う
い
う
事
件
で
す
か
？

Ｑ.

そ
う
な
の
で
す
か
？   

少
年
が
と
て
も
残
虐
な

事
件
を
起
こ
し
た
こ
と
が
時
々
ニ
ュ
ー
ス
に
な

り
ま
す
か
ら
、て
っ
き
り
少
年
事
件
は
増
加
・

凶
悪
化
し
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

Ｑ.

選
挙
権
が
あ
る
な
ら
、悪
い
こ
と
を

し
た
ら
責
任
を
と
る
の
は
当
然
と
い
う

考
え
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
。

Ｑ.Ｑ.
２
０
２
１
年
５
月
に
、少
年
法
が

改
正
さ
れ
た
そ
う
で
す
ね
。ど
の
よ
う
な

改
正
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

な
ぜ
、

そ
う
い
う
改
正
が
さ
れ
た
の
で
す
か
？

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

https://tocochan.jp/


古紙配合率70％の再生紙にエコマークインキを用いて印刷しています。

（　）4家 　 族 　 と 　 健 　 康 2021年（令和 3年）7月 1日（2021年・夏号）

本紙「家族と健康」は、パソコン・スマホ
などからもご覧いただけます。 家族と健康  日本家族計画協会 検索

第805号（4月1日発行）
・コロナ禍にあってもSRHRを推進～2021年度本会事業計画・収支予算承認～
・第25回松本賞 増﨑英明氏（長崎県）に授与
・コロナ禍における出産・母乳育児
　（国立成育医療研究センター周産期・母性診療センター 新生児科・和田友香）
・ピル承認秘話〈第37話〉日本家族計画連盟もピルの認可延期に見解
・市谷クリニックへようこそ！（思春期・FPホットライン相談員 黒田真知子）
・ OC/LEPが私の医師人生をどう変えたか〈13〉OCと〝避妊教育ネットワー
ク〞と私（株式会社ジャパン・カウンセラーズ 後藤礼二郎）
・【海外情報クリップ】薬局での緊急避妊薬（EC）の提供―米国
・2019年度人工妊娠中絶件数前年度比3.3％減
・2021年版「あなたと赤ちゃんの健康」発行
・「思春期・FPホットライン」電話相談休止について　ほか

第806号（5月1日発行）
・厚労科研「コロナ禍における第一次緊急事態宣言下の日本人1万人調査」
　～ セックスが減った、暴力は増えていない、充実した生活には分断、孤立を避

ける～
・「#つながるBOOK」について
・ピル承認秘話〈第38話〉ピル早期認可を求めて大臣に要望書を提出
・市谷クリニックへようこそ！（思春期・FPホットライン相談員 中尾光子）
・OC/LEPが私の医師人生をどう変えたか〈14〉10代で出会った経口避妊薬
　（女性クリニックWe！TOYAMA・鮫島梓）
・【海外情報クリップ】初経年齢と生活習慣病―韓国
・マルトリ予防™WEBサイトに市民向け啓発チラシを追加
・厚労省、妊産婦のための食生活指針を改定
・ 「からだの自己決定権」の侵害、途上国女性の約半数で―世界人口白書2021 
ほか

第807号（6月1日発行）
・本会家族計画研究センター2020年度事業実績報告
・「JFPA思春期・FP相談LINE」スタート
・ピル承認秘話〈第39話〉ピルを巡る動きが加速
・市谷クリニックへようこそ！（東京都不妊・不育ホットライン相談員 赤城惠子）
・ OC/LEPが私の医師人生をどう変えたか〈15〉オンライン診療も活用し、OC
へのアクセスをより簡単に（ゆいクリニック・島袋史）

・ 職域保健の現場から〈48〉行政分野における産業保健の取り組み～中芸で支
える医療・介護の体制づくり～（前中芸広域連合地域包括支援センター長・廣
末ゆか）

・【海外情報クリップ】職場のセクシュアルハラスメントと自殺―スウェーデン
・「妊婦のワクチン接種利点大きい」新型コロナで学会提言
・2020年の出生数84万人、人口自然減53万人…厚労省
・役員人事　ほか

第808号（7月1日発行）
・HPVワクチン接種昨年10月以降大幅増
・ピル承認秘話〈第40話〉ピルの専門家から学んだ1週間（1）
・市谷クリニックへようこそ！（思春期・FP相談員 幸﨑若菜）
・ OC/LEPが私の医師人生をどう変えたか〈16〉OC/LEPは女性のヘルスケア
を向上させる〝key drug〞（いけがみレディースクリニック・池上俊哉）

・【海外情報クリップ】オランダの学校性教育
・厚労省「母性健康管理指導事項連絡カード」様式を改正
・日産婦が提案書「精子・卵子提供による不妊治療の情報、100年保存を」

感染防止の3つの基本：①身体的距離の確保、②マスクの着用、③手洗い

□人との間隔は、できるだけ2m（最低1m）空ける。
□会話をする際は、可能な限り真正面を避ける。
□ 外出時や屋内でも会話をするとき、人との間隔が十分とれない場合は、症
状がなくてもマスクを着用する。ただし、夏場は、熱中症に十分注意する。
□ 家に帰ったらまず手や顔を洗う。人混みの多い場所に行った後は、でき
るだけすぐに着替える、シャワーを浴びる。
□ 手洗いは30秒程度かけて水と石けんで丁寧に洗う（手指消毒薬の使用
も可）。
　※ 高齢者や持病のあるような重症化リスクの高い人と会う際には、体調
管理をより厳重にする。

移動に関する感染対策

□ 感染が流行している地域からの移動、感染が流行している地域への移動
は控える。
□ 発症したときのため、誰とどこで会ったかをメモにする。接触確認アプ
リの活用も。
□地域の感染状況に注意する。

□まめに手洗い・手指消毒　　□咳エチケットの徹底
□こまめに換気（エアコン併用で室温を28℃以下に）
□身体的距離の確保 
□「3密」の回避（密集、密接、密閉）
□ 一人ひとりの健康状態に応じた運動や食事、禁煙等、適切な生活習慣の
理解・実行
□ 毎朝の体温測定、健康チェック。発熱又は風邪の症状がある場合はムリ
せず自宅で療養

買い物

□通販も利用　　□１人または少人数ですいた時間に
□電子決済の利用　　□計画をたてて素早く済ます
□サンプルなど展示品への接触は控えめに
□レジに並ぶときは、前後にスペース

娯楽、スポーツ等

□公園はすいた時間、場所を選ぶ
□筋トレやヨガは、十分に人との間隔を
　もしくは自宅で動画を活用
□ジョギングは少人数で
□すれ違うときは距離をとるマナー
□予約制を利用してゆったりと
□狭い部屋での長居は無用
□歌や応援は、十分な距離かオンライン

公共交通機関の利用

□会話は控えめに　　□混んでいる時間帯は避けて
□徒歩や自転車利用も併用する

食　事

□持ち帰りや出前、デリバリーも
□屋外空間で気持ちよく
□大皿は避けて、料理は個々に
□対面ではなく横並びで座ろう
□料理に集中、おしゃべりは控えめに
□お酌、グラスやお猪口の回し飲みは避けて

イベント等への参加

□接触確認アプリの活用を
□ 発熱や風邪の症状がある場合は参加しない

□テレワークやローテーション勤務　　□時差通勤でゆったりと
□オフィスはひろびろと　　　　　　　□会議はオンライン
□対面での打合せは換気とマスク

※ 業種ごとの感染
拡大予防ガイド
ラインは、関係
団体が別途作成

※敬称略

　４月からWEB版へと変わった機関紙「家族と健康」ですが
（季刊としてタブロイド版も発行）、805号（４月号）から808号
（７月号）までの記事の見出しを一覧にまとめました。
　ぜひWEＢへもアクセスして記事をご覧ください。 （編集部）

密集回避 密接回避 密閉回避 換　気 咳エチケット 手洗い

　
本
年
度
「
健
や
か
親
子
21

全
国
大
会
（
母
子
保
健
家
族

計
画
全
国
大
会
）
」
は
、
11

月
４
〜
５
日
に
岩
手
県
盛
岡

市
の
い
わ
て
県
民
情
報
交
流

セ
ン
タ
ー
・
ア
イ
ー
ナ
で
開

催
さ
れ
ま
す
。
主
催
は
、
本

会
な
ら
び
に
厚
生
労
働
省
、

岩
手
県
、
盛
岡
市
、
社
会
福

祉
法
人
恩
賜
財
団
母
子
愛
育

会
、
公
益
社
団
法
人
母
子
保

健
推
進
会
議
。
今
回
の
テ
ー

マ
は
「
心
に
寄
り
添
い
育
む

次
代
　
と
も
に
手
を
取
り
あ

っ
て
」
で
す
。

　
１
日
目
は
、
①
式
典
②
母

子
保
健
関
係
者
研
究
集
会
③

家
族
計
画
研
究
集
会
、
２
日

目
は
、
①
保
健
推
進
員
等
及

び
母
子
保
健
関
係
者
全
国
集

会
②
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
―
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

　
開
催
方
式
は
、
来
場
と
オ

ン
ラ
イ
ン
視
聴
に
よ
る
参
加

の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
詳
細
が
決
ま
り
ま
し

た
ら
、
本
会
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ

ト
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
な
ど

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

https://www.jfpa.or.jp/kazokutokenko/
機関紙「家族と健康」WEB版は、下記のアドレスからご覧いただけます。

令
和
３
年
度
健
や
か
親
子
21
全
国
大
会

（
母
子
保
健
家
族
計
画
全
国
大
会
）

 

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
開
催
予
定

機関紙「家族と健康」WEB版 第805～808号（4～7月号）

掲載記事一覧

「
新
し
い
生
活
様
式
」の
実
践
例
を
公
表

「新しい生活様式」の実践例

4―働き方の新しいスタイル

3―日常生活の各場面別の生活様式
※ 政府の専門家会議の資料から作製

厚労省　
厚
生
労
働
省
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
専
門
家

会
議
か
ら
の
提
言
（
５
月
４
日
）
を
踏
ま
え
、
６
月
17
日

に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
想
定
し
た
「
新
し
い
生
活
様

式
」
の
実
践
例
を
公
表
し
た
。

　
実
践
例
は
、
「
一
人
ひ
と
り
の
基
本
的
感
染
対
策
」、

「
日
常
生
活
を
営
む
上
で
の
基
本
的
生
活
様
式
」、「
日
常

生
活
の
各
場
面
別
の
生
活
様
式
」、「
働
き
方
の
新
し
い
ス

タ
イ
ル
」
の
４
つ
で
構
成
さ
れ
、
「
ご
自
身
や
周
り
の

方
、
そ
し
て
地
域
を
感
染
拡
大
か
ら
守
る
た
め
、
そ
れ
ぞ

れ
の
日
常
生
活
に
お
い
て
、
ご
自
身
の
生
活
に
合
っ
た

『
新
し
い
生
活
様
式
』
を
実
践
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

具
体
的
イ
メ
ー
ジ
を
提
示
し
た
。

1―一人ひとりの基本的感染対策

2―日常生活を営む上での基本的生活様式

https://www.nobelpharma.co.jp/

